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音
頭
を
披
露

八
月
十
五
日
夜
、
押
小
校
庭
て
町

婦
人
会
主
催
の
恒
例
納
涼
盆
踊
り
穴

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の

校
庭
中
央
に
持
設
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
鳴
り
響
く
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
見
事
な
踊
り
を
披
一
寄
り

今
年
は
新
昭
和
音
頭
の
発
表
も
あ

り
各
部
落
か
ら
大
勢
参
加
し
て
、
心

ゆ
く
ま
て
夏
の
一
夜
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

町の人口

8月1日現在

4，528人

9，10 2人

4， 5 7 4人

2，5 60戸

男

女

計

世帯数



過
去
の
例
を
見
て
も
、
大
き
な
地
震
の
と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
也
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
よ
り
も
火
災

に
よ
る
被
害
の
ぼ
う
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大
地
震
(
大
正
十
二
年
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
九
〉
も
、
火
災
が
発
生
し
な
か
っ
た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
惨
事
に
な
ら

ず
に
済
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
火
事
に
な
っ
て
も
初

期
の
う
ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

(2) 

日は防災の日〉

地
震
発
生

〈
消
火
の
チ
ャ
ン
ス
〉

大
揺
れ
の
最
中
K
は
消
火
で
き
な

く
て
も
、
第
二
、
第
三
の
機
会
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
き
ず
、
火
を
出
さ
な
い
た
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

。
+
会
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下
動

(
初
期
微
動
)
を
感
じ
た
段
階
で
、
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素
早
く
消
火
を
/
-

早
自
に
火
の
始
末
を
し
ま
す
。

。
火
災
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
火
元
か
ら
周

囲
の
可
燃
物
(
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま

な
ど
)
へ
、
さ
ら
に
壁
板
か
ら
天
井

へ
と
燃
え
移
る
ま
で
に
は
三

l
五
分

か
か
り
ま
す
。
大
き
な
揺
れ
は
、
普

通
ベ
一
分
程
度
で
収
ま
り
、
そ
れ
か

ら
消
し
て
も
遅
く
は
な
い
の
で
、
あ

き
ら
め
ず
消
火
花
当
た
り
ま
す
。

。
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
は
、

出
火
後
二
分
程
度
以
内
な
ら
ば
、
ぼ

や
程
度
で
消
火
で
き
る
こ
と
が
実
験

で
分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
て

ず
重
大
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

〈
火
は
元
か
ら
断
つ

〉

グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
初
め
の
揺

れ
が
行
動
の
自
由
を
奪
う
ほ
ど
の
も

の
で
な
い
と
き
は
、
火
の
始
末
を
先

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

い
き
な
り
激
し
く
揺
れ
る
と
き
は
、

テ
ー
ブ
ル
や
机
な
ど
丈
夫
な
家
具
の

下
に
身
を
寄
せ
て
、
し
ば
ら
く
様
子

を
見
ま
す
。

揺
れ
が
収
ま
っ
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
大
声
で
「
火

を
消
せ
/
」
と
叫
ぶ
乙
と
。
自
分
自

身
を
冷
静
に
す
る
、
き
っ
か
け
に
な
る

ば
か
り
か
、
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け

に
も
な
り
ま
す
。

使
用
中
の
ガ
ス
乙
ん
ろ
な
ど
ガ
ス

器
具
は
元
栓
を
閉
め
市
石
油
ス
ト
ー

ブ
は
コ
ッ
ク
を
閉
め
て
消
し
、
電
気

器
具
頬
は
コ

l
ド
を
抜
き
ま
す
。

〈
頼
り
に
な
る
隣
近
所
〉

大
き
な
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
公

共
施
設
も
被
害
を
受
け
、
二
九
番

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
消
防
車
が
到
着

で
き
な
い
乙
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
最
悪
の
場
合
を
想

定
し
た
自
己
防
衛
策
を
立
て
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
隣

近
所
と
話
し
合
っ
て
お
き
、
い
ざ
と

い
う
と
き
は
一
致
協
力
し
て
消
火
に

努
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。



報

ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
行
政
事
務
、

年
々
増
え
続
け
る
事
務
量
の
増
加
に

伴
な
い
、
去
る
八
月
一
日
を
も
っ
て

役
場
機
構
改
革
を
含
む
職
員
の
人
事

異
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
異
動
対
象

者
は
二
十
人
と
、
四
年
ぶ
り
に
左
幅

な
異
動
と
な
り
、
六
つ
の
課
長
ポ
ス

ト
は
全
部
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
設
県
立
高
校
、
新
設
町

立
小
の
用
地
対
策
な
ど
か
ら
、
廃
止

さ
れ
た
企
画
室
が
総
務
課
企
画
係
と

し
て
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
経
済
課

に
農
地
係
、
保
健
課
に
国
保
係
、
福

祉
課
に
住
民
係
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
の
機
構
改
革
と
人
事
里
動
に
よ

り
、
み
な
さ
ま
に
当
分
の
聞
と
迷
惑

を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
異
動

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
内
は
旧
任

。
総
務
課
長
l
保
坂
弥
勺
福
祉
課

5

0
建
抗
議
長
l
鷹
野
真
吾
(
経
済
課

5
0経
済
課
長
l
鷹
野
誠
(
保
健

課
E
5
0保
健
課
長
l
河
田
透
(
総

務
課
総
務
係
E
5
0税
務
課
長
1
長

田
善
貞
(
建
設
課

5
0福
祉
課
長

l
五
味
和
幸
(
税
務
課

5
0総
務

課
総
務
係
長
l
山
田
昇
(
保
健
課
保

健
係

5
0総
務
課
企
画
係
長
l
内
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藤
弘
合
福
世
課
主
任

ν
O総
務
課
主
士
特
武
夫
(
税
務
課
主
事

)
O保
健

事
補
l
長
田
信
夫
(
町
長
付
)
O建
課

主

事

補

i
保
坂
正
造
(
町
長
付
)

設
課
建
設
係
長
l
福
島
正
明
(
畠
霊
木

O
税
務
課
主
事
l
河
西
実
。
福
祉
課

委
員
会
事
務
局

5
0経
済

課

農

地

主

事

)
O税
務
課
主
事
l
雨
宮
章
人

係
長
兼
農
茎
委
員
会
事
務
局
長
l
斉

(

保

健

課

主

事

)
-
Q福
祉
課
住
民
係

藤
進
(
建
設
係

5
0保
健

課

国

保

長

i
窪
田
和
雄
(
福
祉
課
主
任
Y
O福

係
長
l
黒
田
幸
夫
総
務
課
主
任
)
祉
課
羊
荏
!
山
口
均
(
保
健
課
主
任
)

。
保
健
課
衛
牛
孫
長
l
保
坂
武
彦
〈
立
福
祉
俳
課
主
事
i
笹
一
本
久
弘
(
税
務

(
保
健
課
主
任
)
〈
V

保
健
課
主
事
!
課
主
事
)

少
年
の
非
行
防
止
を
訴
え
る
/

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

乙
乙
数
年
来
少
年
の
窪
行
は
年
毎
惑
、
ま
た
シ
ン
ナ
ー
、
覚
醒
剤
へ
の

に
増
加
し
続
け
、
昭
和
五
十
六
年
は
誘
惑
等
か
ら
少
年
を
守
る
た
め
に
、

遂
に
戦
後
墨
局
を
記
録
す
る
な
y
菱
近
隣
の
大
人
が
、
常
に
注
意
し
指
導

う
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
心
手
非
行
の
現
状
に
二
、
青
少
牛
の
心
を
む
し
ば
み
、

対
処
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
非
芽
/
汀
の
誘
因
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
よ

行
防
止
と
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
特

に
県
民
A
T
議
か
ら
次
の
よ
う
な
緊
急

ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
趣

旨
を
と
理
解
い
た
だ
き
家
庭
に
お
い

て
は
・
少
年
自
身
の
強
い
心
を
養
λ

舜

力
を
行
う
一
有
地
域
ぐ
る
み
で
大

人
が
、
自
ら
の
姿
勢
に
厳
し
い
反
省

を
加
え
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
努

め
る
よ
う
次
の
乙
と
を
訴
え
ま
す
。

一
、
少
年
非
行
の
約
七
割
を
占
め

る
万
引
き
ゃ
、
乗
り
物
盗
な
ど
の
誘

う
な
一
部
の
雑
誌
、
映
画
、
広
止
揚

テ
レ
ビ
番
組
、
雑
誌
自
動
販
売
地
底
守

を
な
く
す
る
な
ど
環
境
浄
化
の
た
め

の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
I
う。

三
、
親
、
教
師
、
地
域
の
大
人
が

自
ら
の
役
割
を
自
覚
し
特
に
家
庭
で

は
善
悪
の
判
断
が
正
し
く
で
き
る
よ

う
な
し
つ
け
の
教
育
K
、
学
校
に
お

い
て
は
、
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係

の
回
復
と
確
立
に
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
全
て
の
大
人
が
少
年
を

「
社
会
の
子
」
と
し
て
厳
し
く
指
導

す
る
乙
と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

四、

φ
牛
の
芽
行
を
防
止
し
、
健

全
育
成
を
は
か
る
た
め
の
行
政
施
策

が
効
果
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
乙

れ
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
更
に
有

効
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
ま
し
ょ
う
。

環

境

衛

生

週

間

九
月
二
十
一
日

1
二
十
七
日

生
活
の
向
上
に
つ
れ
て
、
家
庭
や

企
業
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
と
み
の
量

は
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

の
種
類
も
増
え
、
燃
や
す
と
有
毒
な

ガ
ス
を
出
す
も
の
な
ど
も
出
て
き
ま

し
た
か
ら
、
捨
て
れ
ば
い
い
、
燃
や

せ
ば
い
い
と
単
純
に
考
え
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
の
廃
棄
は
、
食
中

毒
や
伝
染
病
の
仲
立
ち
と
な
る
ネ
ズ

ミ
や
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
発
生

と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え

生月をてなよ
週二進考ごっ
間十めえみ/

..~ L-ーて み

州立益面で日い快とん

誠一R てす三曹会事
1払掛2';; 始fi猛忌
喝~ L，(¥ まい活撞く

) るう環なそ
「の境どっ
環がづに第、くつ b

九りいだ

警

察

官

募

集

。
受
験
資
格
昭
和
三
十
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
男
子

・
試
験
区
分
A

大
学
丞
砦
著
ま

た
は
来
年
三
月
童
書
見
込
の
者

・
試
験
区
分
B

A
以
外
の
者
で

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
堂
カ
を

有
す
る
者

。
採
用
予
定
人
員
約
三
十
五
名

。
受
付
期
間
八
月
十
六
日
(
息

か
ら
九
月
十
八
日
(
土
)
ま
で

。
試
験
日
十
月
三
日
(
日
)

。
試
験
套
場
県
立
甲
府
工
茎
昼
す

学
校

。
受
験
案
内
申
込
書
の
交
付

盤
察
本
部
警
務
理
代
県
下
各
警
察

軍
司
派
出
町
監
仕
所
、
県
人
事

委
員
会
車
喜
務
局

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
警
察

本
部
警
務
実
ま
た
は
、
最
寄
り
の

警
察
軍
司
派
出
町
監
仕
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。



(4) 

国
民
健
康
保
険
税
は
他
の
税
金
と

異
な
り
、
そ
の
性
質
上
次
の
分
類
の

ム
R
計
額
か
ら
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

一
、
所
得
割
(
昭
和
五
十
六
年
分

所
得
に
よ
る
。
)

二
、
資
産
割
(
国
定
資
産
税
額
に

よ
る
。
)

三
、
均
等
割
(
被
保
険
者
数
に
よ

る
。
)

四
、
平
等
割
(
一
世
帯
当
た
り
)

乙
れ
ら
の
税
金
は
、
八
月
中
旬

K
確
定
し
ま
し
た
が
、
四
月
(
第
一

息
と
七
月
(
第
四
期
)
に
納
め
た

金
額
は
昨
年
の
課
税
状
況
な
ど
を
参

考
に
し
た
仮
の
税
額
で
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
度
は
課

八
月
-
分
か
ら
は
、
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本
算
定
に
な
り
ま
し
た
。

種
目
標
額
一
億
一
千
二
百
十
万
六
千

円
で
、
世
帯
平
均
九
万
一
千
五
百
九

十
円
、
本
年
は
課
税
目
標
額
が
一
億

一
千
五
百
三
十
九
万
七
千
円
で
、
世

帯
車
合
元
万
三
千
二
百
八
十
七
円
で
、

平
均
額
で
は
了
八
必
の
培
額
に
な

り
、
乙
れ
は
医
療
費
の
増
に
よ
る
も

の
で
す
。
乙
れ
に
よ
る
税
額
か
ら
今

ま
で
納
め
た
四
月
i
七
月
分
の
差
し

引
い
た
額
を
、
八
月
分
か
ら
三
月

ま
で
の
八
固
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
が
年
々
高
く
な
る
の
は
み

な
さ
ん
が
使
う
医
療
費
が
増
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
統
計
に
よ
る
と
医
者

に
か
か
る
人
の
四
人
に
一
人
は
カ
ゼ

や
腹
痛
と
な
っ
て
い
安
す
が
、
ち
ょ

国
民
健
康
保
険
税

っ
と
し
た
注
意
で
か
か
ら
な
く
て
す

む
病
い
も
多
い
の
で
す
。
み
な
さ
ん

が
自
分
自
身
の
健
康
に
注
意
し
て
病

気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、

国
保
税
も
安
く
な
り
ま
す
。
あ
な
た

も
あ
な
た
自
身
の
健
康
の
こ
と
を
真

剣
K
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
主
な
改
正
点
は
次
の
通
り

で
す
。

企
課
税
限
度
額
二
十
六
万
円
を
二

十
七
万
円

企
所
得
割
額
百
分
の
三
・

二
一を

百
分
の
二
・
五
八

企
資
産
割
額
百
分
の
二
十
六
・

O

八
を
百
分
の
二
十
三
・

O
四

企
被
保
険
者
の
均
等
割
額
一
万
一

千
九
百
六
十
八
円
を
一
万
二
千
百
六

新らしいふるさとづくり上河東二区

上河東二区は、常永団地として 10年前に

誕生し、現在では 290戸、 825人が住んで
いる混住地域です。

そこで、育成会では、今のうちに親から

子へ伝統のある季節料理を伝えながら、地

域の連帯、親子のふれあいを深めてい乙う

と「親子季節の味づくり学級」を、 6月26

日午後7時集会所にて、スタートさせまし

fこ

12組の親子と区関係者、社会教育委員ら

30人が集まり、見よはな江さんを講師にむ

かえ、横田うすやきに取り組みました。

子供達が小麦粉を溶いたり、ゴマをすっ

て大活躍。傍らでは母親が「なすと味噌を

いれたと乙ろが特徴のうすやきです。しか

も、子供と一緒に料理するのは初めてです」

と楽しそうでした。

今後の予定は、 9月かわり月見だんと、

11月横田ケーキ、 12月七草がゆ、来年の

2月にはほうとうなど、 4回実施する計画

だそうです。

一一円
A
世
幣
別
平
均
割
額
一
万
六
千
十

一
一
円
を
一
万
六
千
百
三
十
八
円
に
そ

れ
ぞ
れ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

長
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

す
。
ま
た
、

ζ

の
日
か
ら
一
週
間
は

「
老
人
福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

永
年
に
亘
っ
て
社
会
K
尽
く
し
て
き

た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い

!
レ
ま
や
し
ょ
，
っ
。

現
在
町
内
に
在
住
す
る
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
は
七
百
三
十
九
名

で
す
。
中
で
も
、
最
高
年
齢
者
で
あ

る
阿
原
の
伊
藤
六
い
せ
さ
ん
は
今
年

で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
は
、

西
条
二
区
の
中
沢
む
良
さ
ん
、
阿
原

の
花
形
は
っ
き
ん
と
石
原
と
よ
さ
ん

そ
れ
に
、
西
条
一
区
(
昭
寿
荘
)
の

林
と
き
さ
ん
と
笠
井
の
ぶ
さ
ん
の
五

人
の
み
な
さ
ま
で
す
。
町
で
は
永
年

の
ご
苦
労
を
感
謝
し
て
金
杯
を
送
り

長
寿
を
お
祝
い
す
る
計
画
で
す
。(伊藤《いせさん

100歳)

ハ
米
寿
を
迎
え
た
五
人
の
方
々
)

〈中沢む良さん〉〈花形はっさん〉〈石原とよさん〉〈林ときさん〉〈笠井のぶさん〉



幼
児
の
交
通

安
全
教
室

第
三
十
三
田
中
巨
寧
郡
体
育
祭
は
近
年
阜
の
増
加
に
伴
っ
て
、
交
通

七
月
二
十
五
日
、
十
一
町
村
参
加
の
事
政
も
年
々
増
え
て
お
り
、
特
に
幼

も
と
に
、
八
田
村
を
主
会
場
に
小
雨
児
が
そ
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
降
る
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
事
故
皆
無
を
目
標
花
、
町
内

得
点
競
技
二
十
八
種
目
の
う
ち
、
四
保
育
園
児
、
保
母
、
保
護
者
代
表

テ
ニ
ス
が
コ
l
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
集
ま
っ
て
七
月
二
十
六
日
、
交
通

が
悪
い
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
全
薮
室
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
二
十
四
種
目
に
参
列
乙
南
甲
府
署
交
通
優
員
か
ら
幼
児
K

の
う
ち
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ゲ
l
ト
ボ
も
解
り
や
す
い
よ
う
に
交
通
ル
l
ル
し
幼
い
園
児
も
一
生
懸
命
聞
入
っ
て

l
ル
(
成
年
)
が
優
勝
し
た
の
を
始
を
、
映
画
と
腹
罫
穏
を
使
っ
て
説
明
い
ま
し
た
口

め

、

準

優

勝

に

銃

剣

道

、

体

操

、

三

こ

と

ぷ

き

マ

ス

タ

ー

位

に

卓

球

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

(

》

相

男

子

)

、

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

(

壮

年

男

あ

ら

た

に

十

四

名

が

子
)
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
婦
み
が
七
月
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
、
県
し
て
の
伎
割
を
担
い
な
が
ら
特
色
あ

入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。
民
会
館
大
ホ
l
ル
に
お
い
て
昭
和
五
る
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
に
積
極
的
に
参

個
人
で
五
十
歳
台
砲
丸
授
け
で
鷹
十
七
年
度
分
の
「
乙
と
ぷ
き
マ
ス
タ
加
し
て
い
た
だ
乙
う
と
い
う
も
の
で

野
敏
夫
さ
ん
(
中
島
、
五
十
歳
以
l
」
認
承
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
九
す
。
乙
れ
で
町
内
で
は
四
十
九
名
に

上
水
泳
五
十
M
平
で
桑
原
丑
寅
(
清
乙
の
「
こ
と
ぶ
き
マ
ス
タ
ー
」
と
な
り
ま
し
た
。

水
)
が
優
勝
し
ま
し
た
。
は
、
長
年
の
経
験
か
ち
得
た
知
識
や
新
登
録
者
は
次
の
十
四
名
の
方
々

総
ム
優
勝
は
、
櫛
形
町
が
竜
王
町
技
能
な
ど
を
も
っ
た
六
十
五
歳
以
上
で
す
。

と
の
接
戦
の
う
え
優
勝
刊
本
町
は
五
の
お
年
寄
り
で
構
成
さ
れ
、
自
ら
の

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
生
き
が
い
を
高
め
、
社
会
の
一
員
と

け
福
祉
の
ま
ち
守
つ
く
り
推
進
事
業
受
講
粍
テ
キ
ス
ト
岱
守
は
無
仲

村
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
料
で
す
。
全
日
程
を
修
了
さ
れ
た
け

川
続
い
て
九
月
八
日
か
ら
手
話
講
習
会
方
に
修
了
証
書
と
及

。

十

一

月

十

日

ま

で

毎

週

念

品

を

差

し

上

げ

ま

9

受
講
者
募
集

h
q

w
水

曜

日

、

十

固

に

わ

た

す

。

仲

村
っ
て
町
中
央
公
民
館
で
実
施
い
た
希
望
著
は
、
福
祉
課
ま
で
お
申
仰

い

い

し

ま

す

。

し

込

み

下

さ

い

o

M

総
合
五
位

第
三
十
三
国
体
育
祭

報広町和昭(司

教
杯
略

長
田
き
よ
の
(
民
巷
堀
内
国
蔵

(
囲
碁
)
山
下
忠
男
(
園
主
。

花
霊
童
巾
(
詩
吟
)
河
田
達
雄
(

囲
碁
)
豊
川
茂
(
盆
栽
)
磯
部

紀
子
(
詩
吟
)
内
藤
久
(
郷
土
史
)

山
本
与
(
川
柳
)
五
味
五
郎
(
漬

物
ザ
相
山
一
治
(
農
事
)
川
口

修
照
(
木
工
)
横
沢
幸
治
(
木
工
)

五
味
ト
ク
ジ
(
和
琴

夏
休
み
中
に
は
使
用
で
き
る
よ
う

に
と
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
押
小
プ
l
ル
は
、
去
る
八

月
十
日
竣
工
の
運
び
と
な
り
、
午
前

十
時
よ
り
完
成
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。教

育
長
の
経
過
墾
『
町
長
式
辞
、

議
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
峡
申
教

育
事
務
所
長
の
祝
辞
、

ζ

の
祝
辞
の

中
で
「
水
泳
を
通
じ
て
じ

P
っ
ぷ
ん

強
い
体
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
・
:
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
乙
の

あ
と
プ
l
ル
管
理
の
引
渡
し
が
行
な

わ
れ
、
一
瀬
教
宣
委
員
長
、
斉
藤
京

子
児
童
套
長
か
ら
お
礼
の
こ
と
ば
が

述
べ
ら
れ
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
、
六
年
生
に
よ
っ
て

初
泳
ぎ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
完
成
し
た
プ
l
ル
は
、
押
中

プ
1
ル
同
様
に
、
一

i
二
度
入
水
す

れ
ば
一
シ
ー
ズ
ン
O
K
の
循
環
ろ
過

蓋
且
を
と
り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
グ

ラ
ン
ド
使
用
者
-A
利
用
で
き
る
軍
所

と
、
洗
体
槽
、
洗
顔
、
更
衣
室
、
管

理
室
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
衛
生
面
に

も
た
い
へ
ん
気
を
使
っ
た
近
代
的
プ

ー
ル
で
す
。

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
 

v

v

 

w

国
民
健
康
保
険
で
は
次
の
よ
う
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
妊
娠

w

w
な
給
付
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
四
箇
月
を
超
え
出
産
し
た
受
口
W

ろ
D

V

A

古
麗
一
療
養
費
の
給
付
、
活
十
万
円
の
助
事
主
義
さ
れ

v

v

t

L

W

守
〈

V

W

同
じ
人
が
、
同
じ
月
内
に
同
じ
ろ
.
一
，
ま
す
。

w

w
医
療
期
聞
に
支
払
っ
た
自
己
負
い
リ
企
葬
祭
費
の
支
給

w

w
担
歪
が
三
万
九
千
円
を
超
え
た
の
シ
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
死

w

w
場
ム
只
そ
の
超
え
た
分
ま
全
額
付
保
亡
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
葬
祭

w

勺

含

国

W

国
保
で
負
担
さ
れ
ま
す
高
を
行
う
人
民
対
し
て
一
万
円
の
W

W

企

助

産

費

全

文

給

葬

祭

費

を

え

給

さ

れ

ま

す

。

w

v

.

p
 

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
 



隣家…か一川均一一次…が一一一止が一一羽わ…が一家…も一一金一紬統一一一一一一一一一一一一一一

一一人-一三一-一損害.賠償一在隣家一時.請求
6
・だ.が・.•... 

う
な
失
火
(
出
火
)
の
場
合
は
そ
の
「
重
過
失
」
の
と
き
に
の
み
、
損
害

原
図
が
、
「
故
意
」
ま
た
は
「
重
過
賠
償
の
青
荏
を
負
わ
せ
る
乙
と
が
で

失
」
の
と
き
に
の
み
、
被
害
単
台
は
加
き
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

宝[者
K
対
し
、
損
害
賠
償
の
請
求
が
つ
ま
り
、
ー
さ
ん
宅
の
失
火
が
、

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ー
さ
ん
の
「
故
意
」
ま
た
は
「
重
過

こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。
失
L

に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な

企
失
火
に
よ
る
延
焼
の
場
合
は
、
そ
た
は
ー
さ
ん
に
対
し
損
害
賠
償
の
請

の
と
き
の
天
候
状
態
や
消
防
自
動
車
求
が
で
き
ま
す
が
、
「
軽
過
矢
」
に

の
到
着
時
間
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
の
よ
る
場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。

程
度
が
意
外
に
大
き
く
な
る
乙
と
が
な
お
、
借
家
人
が
失
火
に
よ
り
借

家
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
↓
故

意
」
「
重
過
失
」
「
軽
過
失
」
を
問

わ
ず
、
焼
失
家
屋
の
相
当
額
を
家
主

に
対
し
て
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

念
願
か
な
っ
て
手
に
入
れ
た
マ

(

間

切

コ
イ
ホ

l
A。
そ
れ
が
一
瞬
の
う

ち
に
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

隣
家
の
ー
さ
ん
宅
か
ら
火
が
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
聞
に
わ
が
家
に
も
飛
ぴ

火
し
て
全
焼
。
火
の
回
り
が
速
か
っ

た
た
め
、
貴
重
品
も
伺
も
持
ち
出
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
乙
の
上
は
、
ー
さ

ん
に
対
し
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
し

よ
う
と
思
う
の
で
す
が
・
・
・
:
・
。

一
般
に
不
法
行
に
だ

(

き

を

し

た

人

は

、

開

「

交

意
キ
ロ
ー
忘
」

損

害

賠

償

の

責

任

を

律

-
J
:

負

わ

な

け

れ

ば

な

り

法

「

舌

邑

且

巴

主

ヘ

-

ま

せ

ん

。

不

法

行

為

の

;

ー

と

は

、

「

故

意

」

や

中

且

勿

K
1
つ
ら

「

過

失

」

に

よ

っ

て

の

t，

j
じ

d

他

人

の

権

利

を

侵

し

、

一

州

立

口

賞

青

求

が

で

き

る

他
人
に
損
害
を
生
じ

E

H只
イ
l
ニコ日一、〆一ズザ

1

さ

せ

る

こ

と

で

す

。

;

と
こ
ろ
で
「
過
失
」
は
、
い
わ
ゆ

る
不
注
意
に
よ
る
「
軽
過
失
」
と
、

著
し
く
注
意
を
怠
っ
て
い
た
場
合
の

「
重
過
失
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

通
常
の
不
法
/行
為
の
受
口
に
は
、

「
故
意
」
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
、
こ

れ
ら
い
ず
れ
の
「
過
失
」
で
も
、
そ

の
行
為
を
し
た
加
害
者
に
対
し
、
被

宝
呈
告
は
損
害
賠
償
の
責
任
を
間
'
つ
乙

と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ご
質
問
の
ケ
l
ス
の
よ

(6) 報広町和昭

ま
た
は

の

あ
り
、
そ
の
す
べ
て
の
責
任
を
失
火

者
に
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
場
合

が
多
い
こ
と
。

企
火
を
出
し
た
本
人
も
、
結
果
的
に

大
き
な
被
害
を
被
る
こ
と
か
ら
、
加

害
者
も
ま
た
被
害
者
の
一
人
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
乙
と
。

以
上
の
乙
と
か
ら
、
失
火
に
よ
る

不
法
行
為
の
場
合
は
、
特
別
に
失
火

者
に
対
す
る
配
慮
を
加
え
、
「
故
意
-

ま
た
は
不
注
意
の
程
度
が
著
し
い
、

官
官
等
田
に

午
睡
破
ら
れ

雷
烈
し

野
良
仕
度

上
田
栄
月

石
に
喰
ひ
っ
く
蛸
牛

清
水
博
文

ソ
パ
打
つ
手
際
母
に
似
て

松
岡
満
子

-

飽
み
い
し
仕
事
し
ま
い
け
り

磯
部
信
与

遠
の
き
厨
に
灯
を
と
も
す

井
上
ま
さ
江

嬰
児
の
寝
息
安
ら
か
に

内
藤
ふ
く
次

闘
に
の
こ
る
茄
菜
の
香

矢
堕
星

涼一軍国や

雷
に

雷
の

涼一層
一回や

居
間
遠
し

ホ
ル
ム
細
工
に
生
き
が
い

西
条
一
区
の
野
沢
さ
ん

若
い
頃
木
彫
に
興
味
を
持
ち
、
作

h
，
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
四
年

前
か
ら
、
知
人
の
進
め
も
あ
り
、
現

在
の
ホ
ル
ム
細
工
を
や
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

ホ
ル
ム
細
工
と
は
、
ウ
レ
タ
ン
を

芯
と
し
て
ネ
オ
パ
テ
を
は
り
つ
け
て

物
体
を
作
っ
て
い
く
も
の
だ
そ
う
で

す。
心
を
こ
め
て
作
ら
な
い
と
、
よ
い

作
品
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が

決選ミ

雷
鳴
を

気
細
く
午
後
の
守
居
す
る

桑
原
丑
寅

乳
房
握
れ
る
児
の
力

清
水
年
江

夜
屈
の
客
に
雷
近
し

輿
石
き
だ
代

一
瞬
の
無
我
雷
鳴
す

河
田
好
子

停
電
の
夜
を
鬼
気
迫
る

中
沢
静
代

顔
に
ひ
び
き
て
雷
近
む

長
田
そ
の
子

雷
鳴
や

買
い
忙
ぐ

閃
き
の

雷
烈
し

眼
帯
の

人
物
像
で
、
特
に
顔
の
表
情
を
出
す

の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
夢
中
に
な

っ
て
徹
夜
も
し
ば
し
ば
。
で
も
、
前

よ
り
も
っ
と
良
い
作
品
を
作
ろ
う
、

そ
ん
な
気
力
が
生
き
が
い
で
、
長
生

き
の
秘
訣
で
す
。
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。今

ま
で
に
出
来
上
っ
た
作
品
は
、

二
0
1三
O
点
。
山
梨
彫
刻
展
に
も
、

三
田
山
品
し
、
ど
れ
も
好
評
を
得
た

そ
う
で
す
。

今
は
町
の
文
化
祭
へ
出
品
す
る
作

品
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
と
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
気
を
つ
け

て
、
よ
い
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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報

お

月
見
と
は
、
も
と
も
と
、
旧
歴
八

月
十
五
日
夜
の
「
中
秋
の
タ
育
」
(
十

五
窓
と
、
同
じ
く
九
月
十
三
日
夜

の
「
あ
と
の
名
月
」
を
た
た
え
る
行

事
を
指
し
ま
す
。

中
秋
1

旧
歴
で
は
七
月
~
八
月
、

九
月
の
三
か
月
が
秋
季
で
、
七
月
を

初
枚
、
八
月
を
中
秋
、
九
月
を
晩
秋

と
い
う
こ
と
か
ら
、
旧
歴
八
日
十
五

日
夜
薪
歴
十
月
一
日
)
の
満
月
が

「
中
秋
の
名
月
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
あ
と
の
名
月
」
の
旧
歴
九
月
十

一
一
百
薪
歴
十
月
二
十
九
日
)
の
H

十

三
夜
H

は
、
だ
ん
だ
ん
忘
れ
ら
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
十
五
夜
の
月

見
だ
け
し
て
、
十
三
夜
花
月
見
を
し

な
い
の
を
片
見
月
と
い
っ
て
忌
み
き

ら
っ
た
風
習
も
、
い
ま
で
は
消
え
去

広町和昭(7) 

• 
• 
• 見

ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

月
見
が
広
く
世
間
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
と

の
乙
と
で
、
団
子
、
ク
リ
、
カ
キ
、

ス
ス
キ
、
秋
草
な
ど
を
飾
る
の
が
一

般
的
で
す
。

団
子
は
、
東
日
本
で
は
丸
い
の
を
、

西
日
本
と
く
に
京
阪
地
方
で
は
里
イ

モ
の
形
に
と
が
ら
せ
て
作
る
と
こ
ろ

が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
団
子
の
数

で
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
普
通
は
十

二
個
、
う
る
う
年
に
は
一
個
増
や
し

て
十
三
個
と
い
う
の
が
一
般
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
い
ま
は
、
十
五
夜
に

ち
な
ん
で
十
五
個
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
お

宅
で
は
い
か
が
で
す
か
。

ジャズダンスで若返り
愛育会は、 7月24日午後8時より第 1

田中央班員研修として、スライドにより
夏の健康管理を擢胎した後、県教育委員会
の阿部先生よりジャズダンスを学びました。

「今迄の耳で、聴いての研修と違って、体
をリズムにあわせて動かす事により、健や
かに、美しく若々しいプロポーションを何
時迄も保てる様にという目的で試みました」
と、会長の高野さんは話していました。
70名という大勢の参加があり心地良い

汗をかき、部屋ったひとときで大変好評で
した。 • 

争河

西

今
月
は
河
西
の
一
坪
図
書
館
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
人
た
ち
が
手
軽
に
本
に
親

し
め
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら

地
区
の
公
会
堂
を
改
造
し
、
昭
和
五

十
年
一
月
に
一
坪
図
書
館
を
開
設
し

ま
し
た
。
館
長
は
社
会
教
育
委
員
.

が
兼
任
さ
れ
任
期
は
三
年
だ
そ
う
で

す
。
今
年
の
四
月
か
ら
油
川
行
広
さ

ん
に
代
わ
り
清
水
位
仏
さ
ん
が
館
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
↑
~
。

現
在
蔵
書
数
は
六
百
時
二
百
冊

は
県
か
ら
の
配
本
で
、
残
り
四
百
冊

は
町
と
区
の
援
助
で
購
入
し
た
も
の

で
す
。
幅
広
い
分
野
に
亘
っ
て
本
も

そ
ろ
え
で
あ
る
そ
う
で
す
。

貸
し
出
し
は
毎
週
日
曜
日
の
一
時

か
ら
二
時
ま
で
で
、
貸
出
し
図
書
数

は
一
人
二
冊
、
貸
し
出
し
期
間
は
二

週
間
ま
で
で
す
。
運
営
委
員
会
の
人

た
ち
が
、
当
番
制
で
本
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
利
皇
官
は

ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
た
ち
で
、
こ
こ

で
も
大
人
の
利
用
者
が
少
な
い
よ
う

で
す
。

ソフトは二区A、
バレーは河西が優勝

町内子どもクラブ球技大会

第12回を数える恒例の町内子どもクラ
ブ球技大会払去る 7月25日、時々 tj'lj請の
降る中男子ソフトボーJレ、女子バレーボー
ル、それぞれ13チームが参加して、 押原
d学校を会場K、製織か繰り広げられまし
た。
結果は次のとおりです。

<ソフトボール> <バレーボール>
優勝河西 優勝西条二区A
準優勝西条二区A 準優勝河西
三位上河東二区 三位持越

河
西
の
一
坪
図
書
館
は
次
の
方
々

で
運
営
さ
れ
て
ま
す
。

敬
称
略

油
川
行
広
清
水
行
広
萩
原
孝

萩
原
馨
秋
山
正
巳
米
長
昭
太
郎

雨
宮
源
吾
深
尾
為
吉
岩
波
政
雄

有
井
章
夫
松
田
誠
石
原
重
夫

小
野
間
玄
忍
今
村
大
和
石
原
三

枝
子
清
水
光
男
切
万
栄
幸
池

田
定
之
大
場
正
水
明
万
稔
福

島
宏
和
樋
口
一
雄
、
野
村
正
志

志
也
事
大
伊
藤
塑
大
今
村
徹

油
川
か
え
で
大
森
一
昭
佐
野
和

子
金
丸
恒
子
堀
之
内
法
政
清

水
産
史
今
村
一
二
三
五
味
三
重

子
神
田
貞
貴
野
沢
寛
己
加
々

本
洋
金
丸
千
鶴
長
沼
英
征
高

橋
孝
子
石
原
敬
徳
今
村
忠
臣

石
川
暁
池
田
孝
子
佐
藤
孝
雄

今
村
春
野
野
村
夏
子
志
村
寿
子

小
沢
血
晃
山
本
一
行
五
墜
李

田
中
平
小
沢
久
生
金
丸
俊
夫

秋
山
一
也
堀
内
文
子
福
沢
た
え

子
樋
口
武
仁
森
川
勝
宏



(8) 報広和昭 町

可燃物・不燃物収集日

日程 曜日 内容 地区

1目 水 ガラス類 全地区

2目 木 もえる物 11 

6日 月 11 11 

9日 木 か 。
13日 月 " 

11 

15日 水 金属類 西条地区

16日 木 もえる物 全地区

17日 金 隆属類 押原・常永

20日 月 もえる物 全地区

23日 木 11 か

27日 月 11 。
30日 木 月? 。

ーツベルクリン反応検査一一

9月14目的

中央公民館

昭和56年 10月 1日~昭和57年 8月 31日

までの出生児

昭和 55年 10月1日~昭和56年8月31日ま

での出生児で昨年9月BCGを接種したもの

(確認)

昭和56年 8月 10日~昭和 56年 9月30目

までの出生児で未接種者

携行品母子健康手帳

判 定 9月16目的午後 1時----2時

※上記該当児でBCG接種後 1年以内の幼児は除く

午後 1時--2時実施日時

場所

該当児

9月4日・ 18日

午前 9時~

11時 30分

場所中央公民館

※当日印鑑をお持ち下

き~"'0 

一不用犬収集日一

9月3日

午前 10時

場所旧役場前

※収集車がくるまでは

飼主もいっし工にい

て下さい。

母子健康手帳交付
及び妊婦相談日

日時

日時

卜ゲン検診一一

実施日時 9月22目的午前8時30分"""9時30分

場 所中央公民館広場

※料金は 450円です。前もって回覧を致しますので、

希望者は申し込んで下さ~"'0 

一一胃レン

一一3種混合予防接種一一

一一乳児健康相談日一一

9月21目的

中央公民館

昭和 55年8月17日~時日55年8月31日ま

での出生児

昭和53年12月1日~昭和55年8月16日ま

での出生児で未接種のもの

第 1期8回目の接種目から 1年以上カ主昌弘

1年6ヶ月以内に第2期目も該当する幼児

(ただし5歳6カ月までの幼児に限る)

母子健康手帳・問診票

午後 1時--2時実施日時

場所

該当児

母子健康手帳・食べものについての質問
E!:!i" 
フIて

携行品

一手L児整形外科検診一一

携行品

丸

山

朔

子

木

村

真

美

岩

波

永 9月29目的午後1時30分

----2時30分

中央公民館

昭和 57年 4月 1日~昭和

57年7月31日までの出生児

母子健康手帳

実施日時

場所

該当児

携行品

理ぉ
手ゐ弘め
七 r. ')~ 7百

生W ξ 

早関戸
五 IL七詮ー
日~

以
降

婚

山
口
俊
彦

)
河
東
中
島

長
田
洋
子
一

森
田
今
朝
雄

)
西
条
二
区

手
壕
ま
す
子

三

井

紀

継J
清
水
新
居

皆
葉
幸
子
、

高

柳

敏

彦
J

)
河
東
申
島

植
田
礼
子
一出

生

正

一

真
一
郎

輝

明

上
河
東
二
区

西
条
一
区
i

上
河
東
二
区

-3歳児健康診査一

9月30目的午後 1時~

8時

中央公民館

昭和 54年 6月 1日~昭和

54年 8月 31日までの出

生児

母子健康手帳.3才児健康

診査票・食べものについて

の質問票

実施日時

場所

該当児

携行品

佐

野

史

和

今

朝

男

西

条

二

区

窪

田

健

一

富

士

雄

紙

纏

阿

原

坂

田

裕

基

栄

一

西

条

新

田

小

林

功

一

一

夫

押

越

大

辻

隆

一

隆

明

西

条

二

区

早

川

智

史

匡

史

押

越

中

沢

玄

杏

敏

彦

西

条

二

区

笹

本

亮

米

生

上

河

東

二

区

金

丸

由

美

子

敏

上

河

東

二

区

河

西

秀

浩

秀

吏

西

条

二

区

金

丸

誠

八

十

一

上

河

東

長

田

和

政

和

人

西

条

二

区

萩

原

枝

美

童

豆

実

男

押

越

望
月
か
お
り
栄
治
西
条
二
区

橋

本

真

祈

哲

也

西

条

二

区

市

川

大

蔵

肇

西

条

新

田

玄

勝

正

樹

尚

上

沼

東

二

区

伊

藤

裕

美

利

雄

清

水

新

居

小

田

雅

彦

原

教

西

条

二

区

中
村
和
也
羊
香
夫
西
条
一
区

(
敬
称
略
)


